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「学ぼうよ　自然豊かな　この町で」　橘 美咲さん（江刈中 3年）の作品

　

北
部
地
区
文
化
祭
は
十
一
月
八
日
、

旧
星
野
小
学
校
体
育
館
で
展
示
部
門
と

ス
テ
ー
ジ
部
門
の
二
部
門
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

自
由
展
示
の
ほ
か
、
今
年
は
北
部
地

区
演
芸
会
が
復
活
。
冬
部
、
小
田
、
星

野
の
三
地
区
か
ら
踊
り
手
や
歌
い
手
合

わ
せ
て
十
八
組
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
多
彩

な
ス
テ
ー
ジ
発
表
に
、
集
ま
っ
た
約

三
百
人
の
観
客
か
ら
は
お
ひ
ね
り
が
飛

び
交
う
な
ど
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

体
育
館
は
、
に
ぎ
や
か
な
歌
と
踊
り

と
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

力
強
い
舞
を
披
露
す
る

小
田
念
仏
剣
舞
保
存
会
の
皆
さ
ん

　

江
刈
地
区
文
化
祭
は
十
月
三
十
一

日
と
十
一
月
一
日
、
江
刈
農
村
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

恒
例
と
な
っ
た
、「
ジ
ャ
ン
ボ
カ

ボ
チ
ャ
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
は
百
十

九
個
が
出
品
。
新
記
録
と
な
る
二

百
六
十
三
・
五
㎏
を
マ
ー
ク
し
た

大
上
ミ
ツ
さ
ん
（
寺
田
）
が
優
勝

し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
第
二
十
回
の
記
念
企

画
と
し
て
、
県
立
博
物
館
の
「
昭

和
の
か
あ
ち
ゃ
ん
展
」
の
開
催
に

併
せ「
昭
和
の
暮
ら
し（
江
刈
版
）」

と
し
て
地
区
住
民
か
ら
収
集
し
た

貴
重
な
写
真
を
展
示
。
入
場
者
ら

は
写
真
に
見
入
り
、
昭
和
初
期
の

話
題
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

三
十
一
日
の
午
後
に
行
わ
れ
た
、

盛
岡
市
在
住
の
村
田
知と

も

己み

さ
ん
の

「
楽
し
い
「
そ
の
日
暮
ら
し
」
を
生

き
る
〜
あ
っ
ち
と
こ
っ
ち
を
つ
な
ぐ

メ
リ
ケ
ン
粉
に
な
ろ
う
〜
」
と
題
し

た
講
演
に
は
約
百
三
十
人
が
詰
め
掛

け
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
を
訴
え
た
村
田
さ
ん
の
講
演
に
、

多
く
の
人
が
涙
を
拭
い
ま
し
た
。

　

講
演
を
聴
い
た
橋
本
光
子
さ
ん

（
五
日
市
）
は
、「
マ
イ
ナ
ス
思
考

だ
っ
た
自
分
が
、
何
が
あ
っ
て
も

良
い
方
向
に
考
え
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
今
の
看
護

師
と
い
う
職
を
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
本
当

に
感
動
し
ま
し
た
」
と
、
興
奮
冷

め
や
ら
ぬ
様
子
で
会
場
を
後
に
し

ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
五
日
市
小
学
校
児

童
の
合
唱
や
五
日
市
保
育
園
園
児

に
よ
る
遊
技
、
畑
神
楽
な
ど
が
文
化

祭
に
花
を
添
え
、
江
刈
の
里
は
終
日

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

①オープニングは五日市小学校児
童による合唱

②「昭和のかあちゃん展」で県立
博物館講師から説明を受ける来
場者

③「自分は一人じゃない」。人と
人とのつながりを講演した村田
知己さん

▶第24回葛巻町女性のつどい

▶サンタが家にやってくる！

と　き　12月6日（日）10:00～
ところ　ふれあい宿舎グリーンテージ
内　容　講話「すこやかに生きるためのしあ

わせ講座～女性が元気いっぱいに
なる話～」講師　佐々木志津子さん
（盛岡市）

　　　　研修報告、寸劇
対　象　会員ほか一般町民の皆さん
参加費　800円（昼食代として）
主　催　葛巻町女性団体連絡会
申込み　葛巻町教育委員会事務局生涯学習推

進室（☎役場内線275）へ

　葛巻町青年連合協議会(四日市信也会長)は、
｢サンタが家にやってくる」の訪問家庭を募
集しています。
と　き　12月24日（木）18:00～
内　容　青年サンタが申し込みのあった世帯

にプレゼントを届けます。希望があ
る場合は申込者が用意したプレゼン
トも渡します。

対　象　小学２年生以下の子ども
　　　　70歳以上の高齢者
応　募　専用の申込書またははがきに、届け

先住所（簡単な地図も）、氏名、年
齢、保護者氏名、電話番号、対象者
の将来の夢を明記して下さい。

申込先　〒028-5495
　　　　葛巻町公民館サンタ係
参加費　一人500円（プレゼント代相当）
締め切り　12月11日（金）
　詳しくは町公民館（☎役場内線162）へ

終つ
い

の
住す
み
か処

鷺さ
ぎ

と
雪ゆ
き

　

三
十
を
過
ぎ
て
結
婚
し
た
男

女
の
遠
く
隔
た
っ
た
ま
ま
の
歳

月
。
日
常
の
細
部
に
宿
る
不
可

思
議
を
著
者
が
リ
ア
ル
に
描
き

出
す
。
小
説
に
し
か
で
き
な
い

方
法
で
こ
の
世
界
を
あ
る
が
ま

ま
に
肯
定
す
る
日
本
発
の
世
界

文
学
。
第
百
四
十
一
回
芥
川
賞

受
賞
作
。

　

昭
和
十
年
、
廉
価
で
操
作

が
簡
単
な
カ
メ
ラ
が
発
売
さ

れ
、
英
子
の
級
友
も
こ
ぞ
っ
て

入
手
し
た
。
だ
が
小
松
子
爵
家

の
千
枝
子
が
撮
影
し
た
写
真
に

は
、
日
本
に
い
る
は
ず
の
な
い

婚
約
者
の
姿
が
。
英
子
は
そ
の

謎
を
解
決
で
き
る
の
か
。
第

百
四
十
一
回
直
木
賞
受
賞
作
。

磯
崎
憲
一
郎　

著

北
村
薫　

著

盛
大
に
秋

盛
大
に
秋
を
彩
る
地
区
文
化
祭

俳句を楽しもう③俳句を楽しもう③
　俳句をもっと身近に感じ、楽しみましょう。
　葛巻俳句会（髙家卓範会長）発行の「俳句会だより12
月号」から、高澤安男さん(62歳・大沢)の句を事務局か
ら紹介していただきます。
　高澤さんは俳句会に入会してまだ一年ですが、長年「葛
巻写真クラブ」で鍛えた「目」が、毎日たくさんの俳句
の「芽」を見つけているようです。

秋
の
夜
の
歳
時
記
と
い
ふ
宇
宙
か
な

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
空
気
が
澄
み
、
月
や
星

が
き
れ
い
に
見
え
ま
す
。
高
澤
さ
ん
の
俳
句
に

は
「
宇
宙
」
が
出
て
き
ま
す
。
と
て
つ
も
な
く

大
き
な
景
の
対
象
に
「
秋
の
夜
の
歳
時
記
」
が

と
ら
え
ら
れ
ま
し
た
。
歳
時
記
と
は
俳
句
の
季

語
辞
典
で
す
が
、
日
本
人
の
細
や
か
な
心
が
ち

り
ば
め
ら
れ
た
言
葉
の
宝
箱
と
も
言
え
る
で

し
ょ
う
。
高
澤
さ
ん
の
俳
句
か
ら
、
一
冊
の
歳

時
記
の
中
に
も
大
き
な
宇
宙
が
広
が
っ
て
い
る

の
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の

細
や
か
な
心
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
誰
し
も
持
っ
て
い
る

そ
う
で
す
か
ら
、
こ
の
夜
長
の
季
節
を
家
族
で

楽
し
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

公
民
館
図
書
室

イ
チ
オ
シ
の
本

　今月は、公民館図書室に話題の
本、ベストセラーなど68冊が加わ
りました。
　日ごとに夜の訪れが早まってい
くこの時期、ゆっくりと読書に親
しんでみませんか。

❶

❷

❸

北部地区文化祭

江刈地区文化祭


